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1 は じ め に

岩手県におけるエダマメの栽培面積及び生産量は年々増

加 している。1987年度の栽培面積は1,090ル で,全国第 4

位,生産量は5,450,に 達 しており,岩手県の野菜の重点

品目にもなっている。

一方 ,エ ダマメに対する消費者の嗜好は,他の野菜と同

様,よ り実質・良食味を求めている。このため,消費者ニー

ズに対応する栽培技術の向上,本県の気候風土に適応した

エダマメ専用の新品種の開発が急務であると考えられる。

現在,岩手県内の農家で栽培されている多数のエダマメ

品種は,主として民間種苗会社の育成品種である。これら

の品種では,中生品種から晩生品種の間の熟期の品種が欠

けており,長期継続出荷体制を確立するうえでの,支障の

一つにもなっている。

以_Lか ら,エ ダマメの食味と熟期の改良を目標に,岩手

県オリジナルなエダマメ品種の育成を1983年 に着手 し
,

1987年 に「岩豆系 3」 及び「岩豆系 4Jを育成し,新品種

に採用したので,こ れら品種の概要について報告する。

なお,本品種育成に当り,調査・成分分析にご協力いた

だいた,岩手園試千葉泰弘氏,岩手農試元畑作科長岩舘信

三氏,その他関係各位に,深 く謝意を表する。

省農業技術研究所放射線育種場 (現農業生物資源研究所放

射線育種場)に依頼 して,「ふくら」の気乾種子にγ線20

KR(lKR/hr)を 照射し,岩手農試において一株一粒

法のによりM2種子を得,以後 ,選抜,固定化を図ってき

た。1987年 に岩手農試本分場,岩手園試において試作した

結果,有望と認められたので,同年,岩手県のエダマメ奨

励品種となった。

「岩豆系 4Jは ,1965年以前に県内から収集 した大豆在

来種のうち,浸豆 (ひ たしまめ)用品種として保存してい

た「岩浸品A3Jについて,1983年に特性調査を行ったと

ころ,毛茸色に分離が見られたので毛茸色が自い系統を選

抜し,以後系統育種法により「岩浸品A3-3Jと して選

抜・固定を図ってきた。1987年 に,同系統名で試作され,

有望と認められたので,エ ダマメ奨励品種となった。

3 形態的・生態的特性

マルチ栽培標準播における,両系統の生態的及び形態的

特性については表 1に ,表 2に は成熟時の粒の牲性を示 し

た (岩手園試の表は略)。

「岩豆系 3」 の開花期は「お、くら」より2～ 3日 遅く
,

エダマメ収穫期では約4日 遅い中生の晩生品種に分類され

る。主茎長は「ら、くらJと比較して並～ 8¨長く,主茎節

数及び分枝数は,「ふくらJよ りやや多,稔実業数は「ふ

くら」に比べ,明 らかに多い。「ふくら」の粒色が黄緑色
2 来歴及び育成経過

「岩豆系 3」 は,エ ダマメ用の多収・良質品種として普  に対し,褐色であり,百粒重が大きい。

及されている「ふくら」の晩生化を目的に,1984年 に農水   「岩豆系 4Jの開花期は「錦秋」より7～ 9日 遅く,エ

注  1)1987年 及び 1988年 の 2か年平均値 (但 し稔実奏数は1988年のみ)

2)中生～中生の晩はマルチ直播,晩生は露地直播 (5月 19日 播種)

3)有効爽重とは一案内粒数が 2粒以上の葵重

表 1 エダマメ収穫期の形態的 生態的特性及び生産力試験成績 (岩手農試)

品 種 名 早晩性 毛茸色 主茎長

(m)

キ菫飾 獅 分枝数

(本 /株 )

開花期

(月 日)

収穫期

(月 日)

全茨数

(″ /α )

対比較
品 種
(%)(節/本 ) (菜′株) (″ /α )

(比)ふ く ら

岩豆系 3

(比 )夕  鶴

(比 )錦  秋

岩豆系 4

中  生

中生の晩

晩  生

極 晩 生

白

紫

46 7

45 0

52 2

64 8

'4 1

14 2

144

154

170

17'

67
73
50
45
67

95 9

126 '

82 4

828

1181

711
714

7 24

7 30

8  6

8 20

8 24

,  4

,13
9 15

127 0

143 3

94 1

105 1

1023

108 8

121 2

64 1

918

95 0

100

111

100

143

148
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(比)ふ く ら

岩豆系 3

(比 )夕  鶴

(比 )錦  秋

岩豆系 4

表2 成熟時の粒の特性 (岩手農試)

品 種 名 形 へそ色子葉色烹ケ弄
4 エダマメ収穫期の葵及び子実の特性

エダマメの奏の外観は市場価値を左右する重要な要素の

一つである。すなわち,毛茸は少なく自色で,葵 は大きく,

長さ,幅 ,厚さが十分にあること,葵色は緑が濃く,鮮や

かであることが高い評価を得る条件である。また,も う一

つの重要な要素は食味である。エダマメの官能評価と糖含

量 (シ ュークロース)及び遊離アミノ酸 (グルタミン酸 ,

アラニン)はいずれも相関があるといわれている1)。 両系

統の,こ れらの特性について表 3に示 した。

「岩豆系 3Jの美色は濃緑 ,毛茸色は自,毛茸の量は

「ふくら」並の少,薬の大きさ及び外観品質は「ふくらJ

並である。糖含量は「ふくら」より高く,甘味がある。ア

黄

″　
″　
″
緑

黄
褐
黄
齢
緑

鎌
褐
如
飾
″

扁 球 406
45 1

44 0

46 0

36 5

注 1986年 度調査

ダマメ収穫期で 2～ 8日 遅い,極晩生に分類される。主茎

長が「錦秋」より6～ 10m長 く,主茎節数及び分枝数はと

もに「錦秋」より多,稔実葵数は「錦秋Jよ り明らかに多

い。百粒重は「錦秋」より小さく,子葉色が緑である。

表 3 エダマメ収穫適期の奏の外観特性及び子実成分含量

品 種 名 英 色
毛 茸 の 3粒奏 (赫 )

外観品質
糖 含 量

(夕 /100夕 )

アミノ酸含量

(η/100夕 )

食 味
量色 幅長

(比 )ふ く ら

岩豆系 3

(比)夕  鶴

(比 )錦  秋

岩豆系 4

淡 緑

濃 緑

緑

緑

緑 中

少

少

少

少

”少

自

白

自

白

白

64 0    13 1

65 0    12 7

67 0    14 2

66 0    14 4

56 0    12 3

中上

中上

上下～中上

上 下

中 中

1 72

2 45

2 22

1 67

3 23

2,45
205 5

2143

476 2

良

良

良

並

良

注  1)1987年度調査,爽色 ,毛茸色 量 ,薬の大きさは岩手農試調査,外観品質,成分含量,食味は岩
手園芸試調査

2)糖・アミノ酸含量は生重 100夕 当りの含量

ミノ酸含量が「ふくら」より低いものの,官能評価では

「お、くら」並の良である。

「岩豆系 4」 の薬色は緑,毛茸色は自,毛茸の量は「錦

秋Jよ りやや多く,奏の大きさは「錦秋Jよ り小さい。糖

含量は「錦秋」の約 2倍 ,ア ミノ酸含量は「夕鶴」の 2倍

以上で,甘 く,う ま味があり,官能評価では「錦秋」を上

回っている。

5 生産力試験成績

エダマメ生産力試験の結果は表 1に示した (岩手園試の

表は略)。「岩豆系 3Jは「ふくら」並～やや多収,「岩豆

系 4」 は「錦秋J並の生産力であると思われる。
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